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新学年として１月がたちました 
 

園長 岩﨑 昇 
 

  青葉が鮮やかに輝く季節となりました。園庭では、こいのぼりが元気に天を舞っ

ています。新年度が始まり、一か月が過ぎました。  
幼稚園のおともだちは、それぞれが新しい学年として意気揚々と過ごしています。

毎日、年少ひよこ組のお部屋にお世話に行く、年長いるか組のおにいさん、おねえ

さん。とても頼もしくもあり、輝いて見えます。立派になりました。  
年中こあら組も廊下で出会ったひよこ組に声をかけている姿を見かけます。自分

たちより小さい子が入園したことは大きな刺激です。園長が保育室に行くと、遊ん

でいる様子をたくさん話してくれます。上手に話ができるようになっています。  
年少ひよこ組は、最初の 1 週間、戸惑いもあったようですが、皆だいぶ幼稚園に

慣れ、楽しみなお弁当も始まり、今では園庭でも遊ぶようになりました。降園時間

も遅くなり、少しずつ幼稚園にいる時間も長くなってきました。  
連休が続きますが、生活のリズムを整え、全園児が元気に登園できるように願っ

ています。  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生活のリズムを整え、連休明けも早寝早起きを心掛けて、９：００～９：１０に登園しましょう。 

安全管理上、９：１５には必ず門を閉めますので、時間を守って元気に登園してください。 

今月の保育のねらい 

《３歳児：ひよこ組》 

・教師や友達に親しみを感じながら遊ぶことを楽しむ。 

・園生活の流れを知り、身の回りのことをやってみようとする。 

《４歳児：こあら組》 

・友達や教師とかかわりながら、好きな遊びを十分に楽しむ。 

・春の自然や生き物に触れ、身近な動植物に関心をもつ。 

《５歳児：いるか組》 

・戸外で十分に体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

・自分の思いを伝えたり、友達の考えを聞こうとしたりしながら、生活や遊びを自分たちで

進めようとする。 

【私の子ども観】 
 
 

 

子どもはダイヤモンド 

 


